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に
掲
載

ト
ッ
ク
の
流
通
性
を
高
め
て
い
く
必
要
性
は
明
ら
か
で

あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、生
活
意
識
や
行
動
に
お
け
る

公
共
性
の
形
成
、ニ
ー
ズ
の
社
会
化
・
制
度
化
の
未
成

熟
や
遅
れ
に
よ
っ
て
、意
識
転
換
と
政
策
転
換
が
相
互

に
進
ま
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
」

と
「
生
活
の
必
要
に
応
じ
て
住
み
替
え
る
合
理
的
な

居
住
の
選
択
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
に

も
拘
わ
ら
ず
、所
有
を
前
提
と
し
た
生
活
者
の
意
識

や
行
動
が
、利
用
を
前
提
と
し
た
生
活
者
の
意
識
や

行
動
に
お
け
る
公
共
性
の
形
成
を
疎
外
し
、意
識
転

換
や
政
策
転
換
が
相
互
に
進
ま
な
い
状
況
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
」で
あ
る
。�

　
所
有
を
前
提
と
し
た
住
宅
ス
ト
ッ
ク
が
大
量
に
供
給

さ
れ
て
き
た
時
代
背
景
は
、居
住
履
歴
の
回
答
群
が
鮮

や
か
に
描
き
出
す
も
の
で
も
あ
る
。そ
し
て
、そ
れ
ら
の
ス

ト
ッ
ク
活
用
を
促
し
て
い
く
た
め
に
は
、住
宅
の
所
有
形

態
と
結
び
つ
い
た
階
層
の
固
定
化
を
し
な
や
か
に
解
き�

　�

���

　
居
住
履
歴
に
着
目
す
る
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
。�

　
生
活
者
が
身
を
置
く
暮
ら
し
の
場
か
ら
社
会
の
変

化
を
捉
え
よ
う
と
す
る
時
、生
々
し
い
亀
裂
や
軋
み
の

象
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、「
世
代
間
ギ

ャ
ッ
プ
」や「
階
層
格
差（
階
層
の
二
極
化
や
固
定
化
）」

が
あ
る
。こ
う
し
た
問
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の

糸
口
を
、居
住
履
歴
と
の
関
係
の
中
に
捉
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
い
う
思
い
が
一
つ
。�

　
ま
た
、前
回
の
考
察
の
際
に
挙
げ
た
二
つ
の
着
眼
点

と
問
題
意
識
に
繋
が
る
思
い
も
あ
る
。「
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
や
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
多
様
化
が
も
た
ら
す
居
住
ニ
ー

ズ
」
と
、「
ス
ト
ッ
ク
活
用
型
社
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」の

二
つ
の
視
点
か
ら
導
い
た
二
つ
の
問
題
意
識
。「
住
宅
ス�

����

　
社
会
の
変
革
期
に
お
け
る
生
活
者
の
居
住
を
め
ぐ

る
意
識
と
行
動
の
あ
り
よ
う
と
、そ
こ
に
垣
間
見
え
て

く
る
ニ
ー
ズ
と
現
実
の
社
会
・
生
活
と
の
関
係
の
軋
み

に
着
眼
し
、今
後
の
政
策
展
開
の
課
題
な
ど
を
考
察

す
る
こ
と
。そ
う
し
た
意
図
を
持
っ
て
、本
誌
七
四（
前
）

号
で
は
、昨
年
度
、当
研
究
所（
大
阪
ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ

ー
・
文
化
研
究
所
）が
実
施
し
た
生
活
意
識
調
査
か
ら
、

居
住
に
関
わ
る
項
目
の
集
計
結
果
を
概
観
し
つ
つ
、筆

者
の
主
観
を
交
え
簡
単
な
考
察
を
試
み
た
。�

　
前
回
に
続
き
今
回
は
、同
様
の
問
題
意
識
の
も
と

に
、同
調
査
か
ら
居
住
履
歴
を
中
心
と
し
た
回
答
に

着
目
し
、そ
の
軌
跡
が
物
語
る
社
会
潮
流
や
そ
こ
に
浮

か
び
上
が
る
課
題
を
探
っ
て
み
た
い
。�

は
じ
め
に�

な
ぜ
居
住
履
歴
に
着
目
す
る
か�

弘
本
　
由
香
里  W
ritten by Y

ukari H
irom

oto

居
住
を
め
ぐ
る
生
活
者
の
意
識
と
行
動
か
ら 
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住
ま
い
・
生
活
意
識
に
見
る
現
実
と
課
題
（
２
）
〈
生
活
意
識
調
査
結
果
か
ら
〉



0

5

10

15

20

25

30
（％）

大
都
市
ま
ち
な
か

大
都
市
郊
外

中
小
都
市
ま
ち
な
か

中
小
都
市
郊
外

郡
部
ま
ち
な
か

郡
部
新
興
住
宅
地

農
村
・
山
村
・
漁
村

そ
の
他

無
回
答

14.8

11.4

16.6

27.7

13.2

6.9
8.0

0.3 1.2
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図2　20代男性の居住地歴
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図3　20代女性の居住地歴
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ほ
ぐ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
も
、居
住
履
歴
と
の
関

係
の
中
に
う
か
が
い
得
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。�

�

　�

����

　
さ
て
、こ
こ
か
ら
居
住
履
歴
の
調
査
結
果
を
見
て
い
く

こ
と
に
な
る
が
、こ
こ
で
は
ま
ず
同
調
査
の
回
答
者
群
そ

の
も
の
が
、ど
の
よ
う
な
居
住
履
歴
の
特
性
を
描
き
出
す

存
在
で
あ
る
か
を
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。し
た
が
っ
て
、

統
計
的
な
有
意
性
や
客
観
性
を
求
め
る
な
が
め
方
で
は

な
い
こ
と
を
、あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。�

　
同
調
査
で
は
、「
あ
な
た
が
生
ま
れ
て
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
居
住
履
歴（
ど
ん
な
居
住
地
と
お
住
ま
い

に
住
ん
で
こ
ら
れ
た
か
）に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
」と

い
う
問
い
の
一
つ
と
し
て
、居
住
地
の
履
歴
を
聞
い
て
い

る
。「
現
在
」「
〇
〜
二
〇
歳
の
時
」「
二
一
〜
三
〇
歳
の

時
」「
三
一
歳
〜
四
〇
歳
の
時
」「
四
一
歳
〜
五
〇
歳
の

時
」「
五
一
歳
以
降
」に
分
け
た
回
答
と
し
、現
在
の
居

住
地
は
一
つ
、そ
れ
以
外
の
年
代
は
複
数
回
答
で
あ
る
。�

　
居
住
地
の
選
択
肢
は
、「
一
四
大
都
市（
※
）内
の
ま
ち

な
か
」「
一
四
大
都
市
内
の
郊
外
住
宅
地
」「
中
・
小
都
市

の
ま
ち
な
か
」「
中
・
小
都
市
の
郊
外
住
宅
地
」「
郡
部（
町

村
部
）の
ま
ち
な
か
」「
郡
部（
町
村
部
）の
新
興
住
宅
地
」

「
農
村
・
山
村
・
漁
村
」「
そ
の
他
」の
八
つ
を
用
意
し
た
。�

　
な
お
回
答
者
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
主
観
で
選
択
肢
を

選
ん
で
い
る
た
め
、居
住
地
の
類
型
が
必
ず
し
も
正
確

で
な
い
ケ
ー
ス
も
多
少
発
生
す
る
が
、主
観
を
尊
重
し

回
答
の
ま
ま
集
計
を
し
て
い
る
。�

　
ま
ず
、現
在
の
居
住
地
の
結
果
を
見
る
と（
図
１
）、

「
一
四
大
都
市
内
の
ま
ち
な
か
」が
一
四
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
、「
一
四
大
都
市
の
郊
外
住
宅
地
」が
一
一
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
、「
中
・
小
都
市
の
ま
ち
な
か
」が
一
六
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
、「
中
・
小
都
市
の
郊
外
住
宅
地
」が
二
七
・
七
パ

ー
セ
ン
ト
、「
郡
部（
町
村
部
）の
ま
ち
な
か
」が
一
三
・

二
パ
ー
セ
ン
ト
、「
郡
部（
町
村
部
）の
新
興
住
宅
地
」が

六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、「
農
村
・
山
村
・
漁
村
」が
八
・
〇
パ

ー
セ
ン
ト
、「
そ
の
他
」が
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、「
無
回
答
」

が
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。�

　
次
に
、現
在
の
居
住
地
に
至
る
ま
で
の
居
住
地
の
履

歴
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
。
世
代
に
よ
る
変
化
に

着
目
す
る
た
め
に
、性
・
年
代
別
ご
と
の
グ
ラ
フ
を
作

成
し
て
比
較
し
て
み
る
こ
と
と
し
た（
図
２
〜
１１
）。男

女
と
も
に
二
〇
代
と
六
〇
代
を
比
べ
る
と
、一
目
瞭

然
と
も
い
う
べ
き
違
い
が
見
て
取
れ
る
。二
〇
代
で
は
、

生
ま
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
の�

居
住
地
の
履
歴�
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図4　30代男性の居住地歴
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図5　30代女性の居住地歴
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図11　60代女性の居住地歴
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図10　60代男性の居住地歴
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図9　50代女性の居住地歴
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図8　50代男性の居住地歴
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図7　40代女性の居住地歴
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図6　40代男性の居住地歴
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な
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あ
ら
か
じ
め
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て
お
く

�

　
同
調
査
で
は
、「
あ
な
た
が
生
ま
れ
て
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
居
住
履
歴（
ど
ん
な
居
住
地
と
お
住
ま
い

成
し
て
比
較
し
て
み
る
こ
と
と
し
た（
図
２

１
）
男

女
と
も
に
二
〇
代
と
六
〇
代
を
比
べ
る
と
、一
目
瞭

然
と
も
い
う
べ
き
違
い
が
見
て
取
れ
る
。二
〇
代
で
は
、
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図12　現在の住宅
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図13　20代男性の住宅歴 総数ｎ＝49（複数回答）
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図14　20代女性の住宅歴 総数ｎ＝73（複数回答）
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〇
〜
二
〇
歳
の
時
に
最
も
多
く
の
ポ
イ
ン
ト
を
占
め
て

い
る
の
が「
中
・
小
都
市
の
郊
外
住
宅
地
」（
男
性
四
六
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
、女
性
三
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）で
あ
る
が
、

六
〇
代
で
は
、〇
〜
二
〇
歳
の
時
に
最
も
多
く
の
ポ
イ

ン
ト
を
占
め
て
い
る
の
は「
農
村
・
山
村
・
漁
村
」（
男
性

三
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、女
性
二
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）で
あ

る
。世
代
に
よ
る
居
住
地
履
歴
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変

化
、高
度
成
長
社
会
か
ら
成
熟
社
会
へ
世
代
を
動
か
し

て
き
た
社
会
潮
流
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も

い
い
だ
ろ
う
。�

　
さ
ら
に
、「
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
」と
い
う
面
で
注
視
し

た
い
ポ
イ
ン
ト
も
見
え
て
く
る
。二
〇
代
と
六
〇
代
の

比
較
で
明
瞭
に
捉
え
ら
れ
た
居
住
経
験
の
ギ
ャ
ッ
プ

の
境
目
が
、三
〇
代
と
四
〇
代
の
間
に
横
た
わ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
歴
然
と
感
じ
取
れ

る
の
で
あ
る
。三
〇
代
で
は
〇
〜
二
〇
歳
時
の「
農
村
・

山
村
・
漁
村
」
居
住
は
、男
性
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
・
女

性
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、四
〇
代
で
は
、〇
〜

二
〇
歳
時
の「
農
村
・
山
村
・
漁
村
」
居
住
は
、男
性
二

一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
女
性
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
っ
て

い
る
。�

�（
※
）一
四
大
都
市:

札
幌
市
、仙
台
市
、さ
い
た
ま
市
、千
葉
市
、東
京
都

区
、横
浜
市
、川
崎
市
、名
古
屋
市
、京
都
市
、大
阪
市
、神
戸
市
、広

島
市
、北
九
州
市
、福
岡
市�

�����

　
同
様
に
住
ま
い
の
履
歴
に
つ
い
て
も
聞
い
て
い
る
。�

　
住
ま
い
の
選
択
肢
は
、「
一
戸
建
住
宅
」「
長
屋
建
住

宅（
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
を
含
む
）」「
低
層（
一
〜
二
階
建
）共

同
住
宅
」「
中
層（
三
〜
五
階
建
）共
同
住
宅
」「
高
層（
六

〜
一
四
階
建
）共
同
住
宅
」「
超
高
層（
一
五
階
建
以
上
）

共
同
住
宅
」「
そ
の
他
」の
七
つ
を
用
意
し
た
。�

　
ま
ず
、現
在
の
住
ま
い
の
結
果
を
見
る
と（
図
１２
）、「
一

戸
建
住
宅
」が
七
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、「
長
屋
建
住
宅（
テ

ラ
ス
ハ
ウ
ス
を
含
む
）」が
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、「
低
層（
一

〜
二
階
建
）共
同
住
宅
」が
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、「
中
層（
三

〜
五
階
建
）共
同
住
宅
」が
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、「
高
層（
六

〜
一
四
階
建
）共
同
住
宅
」が
五
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、「
超
高

層（
一
五
階
建
以
上
）共
同
住
宅
」が
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、

「
そ
の
他
」が
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、「
無
回
答
」が
〇
・
七
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。�

　
次
に
、現
在
の
住
ま
い
に
至
る
ま
で
の
住
ま
い
の
履

歴
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
。
居
住
地
同
様
に
、こ

こ
で
も
世
代
に
よ
る
変
化
に
着
目
す
る
た
め
に
、性
・

生
ま
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
の�

住
ま
い
の
履
歴�

64CEL Dec.  2005



0

10

20

30

40

50

60

70

80

90
（％）

一
戸

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90
（％）

一
戸
建

長
屋
建

低
層
共
同

中
層
共
同

高
層
共
同

超
高
層
共
同

そ
の
他

無
回
答

図15　30代男性の住宅歴 総数ｎ＝108（複数回答）
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図16　30代女性の住宅歴 総数ｎ＝126（複数回答）
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図20　50代女性の住宅歴 総数ｎ＝131（複数回答）
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図19　50代男性の住宅歴 総数ｎ＝108（複数回答）
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図18　40代女性の住宅歴 総数ｎ＝122（複数回答）
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図17　40代男性の住宅歴 総数ｎ＝105（複数回答）
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図22　60代女性の住宅歴 総数ｎ＝103（複数回答）
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図21　60代男性の住宅歴 総数ｎ＝109（複数回答）
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る
の
で
あ
る
。三
〇
代
で
は
〇
〜
二
〇
歳
時
の「
農
村
・

山
村
・
漁
村
」
居
住
は
、男
性
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
・
女

歴
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
。
居
住
地
同
様
に
、こ

こ
で
も
世
代
に
よ
る
変
化
に
着
目
す
る
た
め
に
、性
・
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年
代
別
ご
と
の
グ
ラ
フ
を
作
成
し
て
比
較
し
て
み
る

こ
と
と
し
た（
図
１３
〜
２２
）。
居
住
地
の
履
歴
と
同
様

に
住
ま
い
の
履
歴
で
も
、男
女
と
も
に
、二
〇
代
と
六

〇
代
を
比
べ
る
と
一
目
瞭
然
と
も
い
う
べ
き
違
い
が

見
て
取
れ
る
。顕
著
な
の
は
、「
中
層（
三
〜
五
階
建
）

共
同
住
宅
」と「
高
層（
六
〜
一
四
階
建
）共
同
住
宅
」

で
あ
る
。二
〇
代
で
は
、〇
〜
二
〇
歳
の
時
に「
中
層

（
三
〜
五
階
建
）共
同
住
宅
」が
男
性
二
八
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
で
女
性
一
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、「
高
層（
六
〜

一
四
階
建
）共
同
住
宅
」が
男
性
一
〇
・
二
パ
ー
セ
ン

ト
で
女
性
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
の
に
対

し
て
、当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、六
〇
代
で
は

〇
〜
二
〇
歳
の
時
に
「
中
層（
三
〜
五
階
建
）共
同

住
宅
」は
男
性
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
女
性
一
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
、「
高
層（
六
〜
一
四
階
建
）共
同
住
宅
」
は

男
性
は
ゼ
ロ
で
女
性
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。

世
代
に
よ
る
居
住
地
履
歴
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化
、

高
度
成
長
社
会
か
ら
成
熟
社
会
へ
、世
代
を
動
か
し

て
き
た
社
会
潮
流
が
都
市
化
を
押
し
進
め
、受
け
皿

と
し
て
の
住
宅
供
給
が
一
戸
建
か
ら
中
高
層
の
共
同

住
宅
へ
と
広
が
っ
て
き
た
様
子
を
垣
間
見
る
よ
う
で

あ
る
。�

　
ま
た
、こ
こ
で
も
、居
住
経
験
を
め
ぐ
る「
世
代
間

ギ
ャ
ッ
プ
」の
境
目
は
、や
は
り
三
〇
代
と
四
〇
代
の

間
に
横
た
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
〇
代
で
は
〇
〜
二
〇
歳
時
の「
高
層（
六
〜
一
四
階

建
）共
同
住
宅
」
居
住
は
男
性
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
女

性
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
あ
る
が
、四
〇
代
で
は
〇
〜
二
〇

歳
時
の「
高
層（
六
〜
一
四
階
建
）共
同
住
宅
」
居
住

は
男
性
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
女
性
は
ゼ
ロ
と
い
う
結

果
で
あ
る
。�

�

　�

��

　
高
度
成
長
期
の
社
会
の
発
展
を
支
え
て
き
た
大
規

模
な
人
口
移
動
は
、「
住
宅
双
六
」
と
い
う
誰
に
で
も

わ
か
り
や
す
い
、一
種
の
成
功
の
物
語
を
持
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、そ
の
力
を
い
っ
そ
う
強
く
作
用
さ
せ
て
き
た
と

い
え
る
。「
住
宅
双
六
」と
は
、例
え
ば
、若
年
単
身
者

が
小
さ
な
賃
貸
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
を
ス
タ
ー
ト
に
、や
が

て
家
族
を
形
成
し
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
を

経
て
、最
終
的
に
は
郊
外
の
庭
付
き
一
戸
建
の
持
ち
家

に
暮
ら
す
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ
る
。�

　
し
か
し
、高
度
成
長
期
か
ら
成
熟
期
へ
と
時
代
が
変

化
し
て
き
た
今
日
、「
住
宅
双
六
」の
限
界
が
語
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
既
に
久
し
い
。そ
の
要
因
は
、お
お
ざ

っ
ぱ
に
い
え
ば
三
つ
く
ら
い
考
え
ら
れ
る
。�

　
一
つ
は
、長
寿
化
・
高
齢
化
で
あ
る
。上
が
り
の
は
ず

の
、郊
外
の
庭
付
き
一
戸
建
が
、必
ず
し
も
家
族
の
高

齢
期
を
支
え
続
け
る
環
境
で
な
い
と
い
う
問
題
が
顕

在
化
し
て
き
た
こ
と
。も
う
一
つ
は
、少
子
化
・
人
口
減

少
で
あ
る
。高
度
成
長
期
の
都
市
へ
の
人
口
集
中
に
よ

っ
て
、質
は
と
も
か
く
と
し
て
膨
大
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
が

形
成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、そ
れ
に
反
比
例
す
る
形

で
少
子
化
が
進
み
、人
口
減
少
社
会
が
現
実
の
も
の
と

な
っ
て
き
て
い
る
。ス
ト
ッ
ク
が
大
量
に
存
在
し
、居
住
の

選
択
の
あ
り
よ
う
も
多
様
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。さ
ら
に
も
う
一
つ
は
、雇
用
の
不
安
定
化

等
の
社
会
経
済
環
境
の
変
化
か
ら
、居
住
を
め
ぐ
る

生
涯
設
計
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
。「
住
宅
双

六
」
を
動
機
づ
け
る
必
要
性
そ
の
も
の
が
失
わ
れ
て
き

て
い
る
の
で
あ
る
。�

　「
住
宅
双
六
と
い
う
成
功
の
物
語
の
終
わ
り
」は
、つ

ま
る
と
こ
ろ「
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
の
、試
練
の
物
語
の
始

ま
り
」と
置
き
換
え
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。こ
の
試
練
の
物
語
を
、い
か
に
乗
り
越
え
て
い
く

か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
世
代
間
の
経
験
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
い
か
に
埋
め
、共
有
可
能
な
新
た
な
物
語
を
つ

く
り
出
せ
る
か
否
か
。�

�

　�

���

　
前
記
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、居
住

経
験
を
め
ぐ
る
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
の
典
型
と
思
わ
れ
る
、

新
世
代
の
二
つ
の
層
に
着
目
し
、そ
の
特
徴
と
課
題
を

う
か
が
っ
て
み
よ
う
。�

　
新
世
代
の
典
型
と
も
い
う
べ
き
二
つ
の
層
の
一
つ
は「
中
・

小
都
市
の
郊
外
住
宅
地
」で
、「
〇
〜
二
〇
歳
の
時
」
を

過
ご
し
た
二
〇
代
・
三
〇
代
。も
う
一
つ
は「
高
層（
六
〜

一
四
階
）共
同
住
宅
」で
、「
〇
〜
二
〇
歳
の
時
」
を
過
ご

し
た
二
〇
代
・
三
〇
代
で
あ
る
。そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、「
地

域
で
の
つ
き
あ
い
の
状
況
」「
現
在
の
居
住
地
」「
現
在
の

住
宅
」「
将
来
希
望
し
て
い
る
住
ま
い
の
形
態
」と
の
関

係
を
、対
象
層
と
そ
の
他
の
ケ
ー
ス
と
の
比
較
で
探
っ
て

み
た
。な
お
、ケ
ー
ス
数
が
極
め
て
少
な
い
場
合
が
多
く
、

統
計
的
な
有
意
性
は
問
い
に
く
い
の
だ
が
、あ
え
て
多
少

と
も
有
意
傾
向
が
う
か
が
え
る
結
果
を
紹
介
す
る
。�

（
１
）
中
・
小
都
市
郊
外
育
ち
の
二
〇
代
・
三
〇
代

　
ま
ず
、「
中
・
小
都
市
の
郊
外
住
宅
地
」で「
〇
〜
二
〇
歳

の
時
」
を
過
ご
し
た
二
〇
代
・
三
〇
代
に
つ
い
て
、「
地
域
と

「
住
宅
双
六
」
と
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
を�

超
え
る
た
め
に�

居
住
経
験
の
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
が�

物
語
る
も
の�
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度数

％

調整済み残差

度数

％

調整済み残差

度数

％

中・小都市郊外育ちの20代・30代

が選択されていないケース

中・小都市郊外育ちの20代・30代

が選択されているケース

合計

ボランティア活動のつきあい

合計

171

18.4%

3.1

7

6.5%

－3.1

178

17.2%

68

7.3%

－0.1

8

7.5%

0.1

76

7.4%

208

22.4%

0.9

20

18.7%

－0.9

228

22.1%

437

47.1%

－3.4

69

64.5%

3.4

506

48.9%

8

0.9%

1

0

0.0%

－1

8

0.8%

927

100.0%

107

100.0%

1034

100.0%

35

3.8%

0.5

3

2.8%

－0.5

38

3.7%

非常に多い 多少ある
どちらとも
いえない あまりない まったくない 無回答

度数

％

調整済み残差

度数

％

調整済み残差

度数

％

中・小都市郊外育ちの20代・30代

が選択されていないケース

中・小都市郊外育ちの20代・30代

が選択されているケース

合計

趣味を通じたつきあい

合計

231

24.9%

2.9

13

12.1%

－2.9

244

23.6%

78

8.4%

0

9

8.4%

0

87

8.4%

186

20.1%

0.8

18

16.8%

－0.8

204

19.7%

358

38.6%

－4.4

65

60.7%

4.4

423

40.9%

9

1.0%

1

0

0.0%

－1

9

0.9%

927

100.0%

107

100.0%

1034

100.0%

65

7.0%

2

2

1.9%

－2

67

6.5%

非常に多い 多少ある
どちらとも
いえない あまりない まったくない 無回答

度数

％

調整済み残差

度数

％

調整済み残差

度数

％

中・小都市郊外育ちの20代・30代

が選択されていないケース

中・小都市郊外育ちの20代・30代

が選択されているケース

合計

隣近所とのつきあい

合計

465

50.2%

2.5

40

37.4%

－2.5

505

48.8%

80

8.6%

－0.2

10

9.3%

0.2

90

8.7%

153

16.5%

－1.5

24

22.4%

1.5

177

17.1%

99

10.7%

－3.8

25

23.4%

3.8

124

12.0%

6

0.6%

0.8

0

0.0%

－0.8

6

0.6%

927

100.0%

107

100.0%

1034

100.0%

124

13.4%

1.7

8

7.5%

－1.7

132

12.8%

非常に多い 多少ある
どちらとも
いえない あまりない まったくない 無回答

度数

％

調整済み残差

度数

％

調整済み残差

度数

％

中・小都市郊外育ちの20代・30代

が選択されていないケース

中・小都市郊外育ちの20代・30代

が選択されているケース

合計

自治会・管理組合等のつきあい

合計

324

35.0%

3

22

20.6%

－3

346

33.5%

118

12.7%

1

10

9.3%

－1

128

12.4%

173

18.7%

0.5

18

16.8%

－0.5

191

18.5%

232

25.0%

－5.4

53

49.5%

5.4

285

27.6%

12

1.3%

0.3

1

0.9%

－0.3

13

1.3%

927

100.0%

107

100.0%

1034

100.0%

68

7.3%

1.8

3

2.8%

－1.8

71

6.9%

非常に多い 多少ある
どちらとも
いえない あまりない まったくない 無回答

総数（ｎ＝1034）表１　中・小都市郊外育ちの20代・30代とその他のケースに見る「地域とのつきあい状況」        

歳
時
の「
高
層（
六

一
四
階
建
）共
同
住
宅
」
居
住

は
男
性
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
女
性
は
ゼ
ロ
と
い
う
結

果
で
あ
る
。�

等
の
社
会
経
済
環
境
の
変
化
か
ら
居
住
を
め
ぐ
る

生
涯
設
計
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
。「
住
宅
双

六
」
を
動
機
づ
け
る
必
要
性
そ
の
も
の
が
失
わ
れ
て
き

（

）
中

小
都
市
郊
外
育
ち
の
二
〇
代

三
〇
代

　
ま
ず
、「
中
・
小
都
市
の
郊
外
住
宅
地
」で「
〇
〜
二
〇
歳

の
時
」
を
過
ご
し
た
二
〇
代
・
三
〇
代
に
つ
い
て
、「
地
域
と

の
つ
き
あ
い
の
状
況
」で
、対

象
層
と
そ
の
他
の
ケ
ー
ス
を

比
較
し
て
み
る
と
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
つ
き
あ
い
」「
趣

味
を
通
じ
た
つ
き
あ
い
」「
隣

近
所
と
の
つ
き
あ
い
」「
自
治

会
・
管
理
組
合
等
の
つ
き
あ
い
」

「
P
T
A
や
子
ど
も
を
通
じ

た
つ
き
あ
い
」の
う
ち
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
つ
き
あ
い
」

「
趣
味
を
通
じ
た
つ
き
あ
い
」

「
隣
近
所
と
の
つ
き
あ
い
」「
自

治
会
・
管
理
組
合
等
の
つ
き

あ
い
」で
、い
ず
れ
も
対
象
層

の
関
与
が
非
常
に
低
い
様
子

が
う
か
が
え
る（
表
１
）。こ

れ
は
二
〇
代
・
三
〇
代
の
世

代
全
体
で
も
共
通
す
る
傾

向
で
あ
る
。�

　
ま
た
、「
現
在
の
居
住
地
」

と
の
関
係
を
見
る
と
、「
〇

〜
二
〇
歳
の
時
」と
変
わ
ら

ず
「
中
・
小
都
市
の
郊
外
住

宅
地
」に
居
住
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
七
割
近
く
に
上
る
強

い
有
意
傾
向
を
示
し（
表
２
）、

二
〇
代
・
三
〇
代
の
世
代
全

体
に
比
べ
て
み
て
も
、居
住

の
継
続
性
の
強
さ
が
う
か
が

え
る
。一
方
、「
現
在
の
住
宅
」

と
の
関
係
を
見
る
と
、「
低
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現代生活者の住まい・生活観（2）
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Ⅱ�

住
ま
い
・
生
活
意
識
に
見
る
現
実
と
課
題
（
２
）
〈
生
活
意
識
調
査
結
果
か
ら
〉



度数

％

調整済み残差

度数

％

調整済み残差

度数

％

中・小都市郊外育ちの20代・30代

が選択されていないケース

中・小都市郊外育ちの20代・30代

が選択されているケース

合計

既築の分譲マンションを購入・改築する

総数（ｎ＝361）

12

3.8%

－2.8

6

13.6%

2.8

18

5.0%

はい

295

93.1%

1.6

38

86.4%

－1.6

333

92.2%

いいえ

10

3.2%

1.2

0

0.0%

－1.2

10

2.8%

無回答

317

100.0%

44

100.0%

361

100.0%

合計

表5　中・小都市郊外育ちの20代・30代とその他のケースに見る
　　　「将来希望している住まいの形態（住み替え等を予定している場合）」との関係

度数

％

調整済み残差

度数

％

調整済み残差

度数

％

中・小都市郊外育ちの20代・30代

が選択されていないケース

中・小都市郊外育ちの20代・30代

が選択されているケース

合計

現在の住宅
長屋建住宅
（テラスハウス

含む）

低層
（1～2階建）
共同住宅

合計

23

2.5%

－0.2

3

2.8%

0.2

26

2.5%

74

8.0%

－3.6

20

18.7%

3.6

94

9.1%

中層
（3～5階建）
共同住宅

81

8.7%

－2.1

16

15.0%

2.1

97

9.4%

高層
（6～14階建）
共同住宅

47

5.1%

0.2

5

4.7%

－0.2

52

5.0%

超高層
（15階建以上）
共同住宅

0

0.0%

－2.9

1

0.9%

2.9

1

0.1%

その他

3

0.3%

－1

1

0.9%

1

4

0.4%

無回答

7

0.8%

0.9

0

0.0%

－0.9

7

0.7%

927

100.0%

107

100.0%

1034

100.0%

692

74.6%

3.9

61

57.0%

－3.9

753

72.8%

一戸建住宅

総数（ｎ＝1034）表3　中・小都市郊外育ちの20代・30代とその他のケースに見る「現在の住宅」との関係

度数

％

調整済み残差

度数

％

調整済み残差

度数

％

中・小都市郊外育ちの20代・30代

が選択されていないケース

中・小都市郊外育ちの20代・30代

が選択されているケース

合計

現在の居住地

14大都市内
の郊外住宅地

中・小都市の
まちなか

合計

112

12.1%

2

6

5.6%

－2

118

11.4%

168

18.1%

3.8

4

3.7%

－3.8

172

16.6%

中・小都市の
郊外住宅地

213

23.0%

－9.9

73

68.2%

9.9

286

27.7%

郡部（町村部）
のまちなか

128

13.8%

1.8

8

7.5%

－1.8

136

13.2%

郡部（町村部）
の新興住宅地

農村・山村・
漁村

65

7.0%

0.5

6

5.6%

－0.5

71

6.9%

その他

82

8.8%

2.9

1

0.9%

－2.9

83

8.0%

無回答

3

0.3%

0.6

0

0.0%

－0.6

3

0.3%

10

1.1%

－0.7

2

1.9%

0.7

12

1.2%

927

100.0%

107

100.0%

1034

100.0%

総数（ｎ＝1034）

146

15.7%

2.5

7

6.5%

－2.5

153

14.8%

14大都市内
のまちなか

表2　中・小都市郊外育ちの20代・30代とその他のケースに見る「現在の居住地」との関係

新築の建売住宅を購入する

住宅メーカーの住宅を建てる

建築家の設計で注文住宅を建てる

親族から相続もしくは親族と同居する住宅を改築する

既築の一戸建住宅を購入・改築する

古い長屋や町家を借りるか購入・改築する

古い農家を借りるか購入・改築する

中高層の新築分譲マンションを購入する

超高層の新築分譲マンションを購入する

既築の分譲マンションを購入・改築する

公的な賃貸住宅を借りる

民間の賃貸マンションを借りる

社宅に住む

気の合う仲間で集合住宅（コーポラティブハウス）を建てる

有料老人ホームや高齢者専用マンションに住む

家族以外の仲間で高齢期を支えあう集合住宅

（グループハウス、コレクティブハウスなど）に住む

オフィス付き住宅（SOHO）に住む

セカンドハウス（別荘など）を所有する

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

表4　「将来希望している住まいの形態
　　　（住み替え等を予定している場合）」の選択肢 

層（
一
〜
二
階
建
）共
同
住
宅
」「
中

層（
三
〜
五
階
建
）共
同
住
宅
」「
超

高
層（
一
五
階
建
以
上
）共
同
住
宅
」

で
正
の
有
意
傾
向
を
示
し
、「
一
戸

建
住
宅
」で
は
負
の
有
意
傾
向
を
示

し
て
い
る（
表
３
）。こ
れ
は
二
〇
代
・

三
〇
代
の
世
代
全
体
で
も
共
通
す
る

傾
向
で
あ
る
。�

　
さ
ら
に
、「
将
来
希
望
し
て
い
る
住

ま
い
の
形
態（
住
み
替
え
等
を
予
定

し
て
い
る
場
合
）」と
の
関
係
を
見
る

と
、一
八
の
選
択
肢（
表
４
）の
う
ち
、「
既
築
の
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
を
購
入
・
改
築
す
る
」で
正
の
有
意
傾
向
を

示
し
て
い
る（
表
５
）。こ
れ
は
二
〇
代
・
三
〇
代
の
世

代
全
体
に
比
べ
て
み
て
も
高
い
傾
向
で
あ
る
。�

（
２
）
高
層
共
同
住
宅
育
ち
の 

二
〇
代
・
三
〇
代

　
続
い
て
、「
高
層（
六
〜
一
四
階
）共
同
住
宅
」で「
〇

〜
二
〇
歳
の
時
」
を
過
ご
し
た
二
〇
代
・
三
〇
代
に
つ

い
て
、「
地
域
と
の
つ
き
あ
い
の
状
況
」で
対
象
層
と
そ

の
他
の
ケ
ー
ス
を
比
較
し
て
み
る
と
、「
隣
近
所
と
の
つ

き
あ
い
」「
自
治
会
・
管
理
組
合
等
の
つ
き
あ
い
」で
、い

ず
れ
も
対
象
層
の
関
与
が
非
常
に
低
い
様
子
が
う
か

が
え
る（
表
６
）。二
〇
代
・
三
〇
代
の
世
代
全
体
よ
り

も
関
与
が
低
い
割
合
が
多
い
。�

　
ま
た
、「
現
在
の
居
住
地
」
と
の
関
係
に
は
有
意
性

は
見
ら
れ
な
い
が
、「
現
在
の
住
宅
」と
の
関
係
で
は
、�

「
中
層（
三
〜
五
階
建
）共
同
住
宅
」「
高
層（
六
〜
一

四
階
建
）共
同
住
宅
」で
正
の
有
意
傾
向
を
示
し
、「
一

戸
建
住
宅
」で
は
負
の
有
意
傾
向
を
示
し
て
い
る（
表

７
）。二
〇
代
・
三
〇
代
の
世
代
全
体
に
比
べ
て
み
て
も
、

共
同
住
宅
居
住
傾
向
の
強
さ
が
う
か
が
え
る
。�
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中・小都市郊外育

が選択されてい

中・小都市郊外育

が選択されてい

表5　中・小都
　　　「将来希

中・小都市郊外

が選択されてい

中・小都市郊外

が選択されてい

表3　中・小

中・小都市郊外

が選択されてい

中・小都市郊外

が選択されてい

表2　中・小都

度数

％

調整済み残差

度数

％

調整済み残差

度数

％

高層共同住宅育ちの20代・30代

が選択されていないケース

高層共同住宅育ちの20代・30代が

選択されているケース

合計

現在の住宅
長屋建住宅
（テラスハウス

含む）

低層
（1～2階建）
共同住宅

合計

26

2.6%

0.8

0

0.0%

－0.8

26

2.5%

93

9.2%

0.8

1

4.3%

－0.8

94

9.1%

中層
（3～5階建）
共同住宅

90

8.9%

－3.5

7

30.4%

3.5

97

9.4%

高層
（6～14階建）
共同住宅

46

4.5%

－4.7

6

26.1%

4.7

52

5.0%

超高層
（15階建以上）
共同住宅

1

0.1%

0.2

0

0.0%

－0.2

1

0.1%

その他

4

0.4%

0.3

0

0.0%

－0.3

4

0.4%

無回答

7

0.7%

0.4

0

0.0%

－0.4

7

0.7%

1011

100.0%

23

100.0%

1034

100.0%

総数（ｎ＝1034）

744

73.6%

3.7

9

39.1%

－3.7

753

72.8%

一戸建住宅

表7　高層共同住宅育ちの20代・30代とその他のケースに見る「現在の住宅」との関係

度数

％

調整済み残差

度数

％

調整済み残差

度数

％

高層共同住宅育ちの20代・30代

が選択されていないケース

高層共同住宅育ちの20代・30代

が選択されているケース

合計

隣近所とのつきあい

合計

496

49.1%

0.9

9

39.1%

－0.9

505

48.8%

88

8.7%

0

2

8.7%

0

90

8.7%

176

17.4%

1.6

1

4.3%

－1.6

177

17.1%

113

11.2%

－5.3

11

47.8%

5.3

124

12.0%

6

0.6%

0.4

0

0.0%

－0.4

6

0.6%

1011

100.0%

23

100.0%

1034

100.0%

総数（ｎ＝1034）

132

13.1%

1.9

0

0.0%

－1.9

132

12.8%

非常に多い 多少ある
どちらとも
いえない あまりない まったくない 無回答

度数

％

調整済み残差

度数

％

調整済み残差

度数

％

高層共同住宅育ちの20代・30代

が選択されていないケース

高層共同住宅育ちの20代・30代

が選択されているケース

合計

自治会・管理組合等のつきあい

合計

343

33.9%

2.1

3

13.0%

－2.1

346

33.5%

126

12.5%

0.5

2

8.7%

－0.5

128

12.4%

187

18.5%

0.1

4

17.4%

－0.1

191

18.5%

271

26.8%

－3.6

14

60.9%

3.6

285

27.6%

13

1.3%

0.5

0

0.0%

－0.5

13

1.3%

1011

100.0%

23

100.0%

1034

100.0%

71

7.0%

1.3

0

0.0%

－1.3

71

6.9%

非常に多い 多少ある
どちらとも
いえない あまりない まったくない 無回答

表6　高層共同住宅育ちの20代・30代とその他のケースに見る「地域とのつきあい状況」

戸
建
住
宅
」で
は
負
の
有
意
傾
向
を
示
し
て
い
る（
表

７
）。二
〇
代
・
三
〇
代
の
世
代
全
体
に
比
べ
て
み
て
も
、

共
同
住
宅
居
住
傾
向
の
強
さ
が
う
か
が
え
る
。�

　
さ
ら
に
、「
将
来
希
望
し
て
い
る
住
ま
い
の
形
態（
住

み
替
え
等
を
予
定
し
て
い
る
場
合
）」と
の
関
係
を
見

る
と
、一
八
の
選
択
肢（
表
４
）の
う
ち「
超
高
層
の
新

築
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
す
る
」「
気
の
合
う
仲
間
で

集
合
住
宅（
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
）を
建
て
る
」で
正

の
有
意
傾
向
を
示
し
て
い
る（
次
頁
表
８
）。二
〇
代
・

三
〇
代
の
世
代
全
体
に
比
べ
て
み
て
も
高
い
傾
向
が
う

か
が
え
る
。�

�����

　
前
項
で
見
た
居
住
経
験
と
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
に
続
い

て
、「
〇
〜
二
〇
歳
の
時
の
住
宅
」
歴
が
、「
将
来
希
望

し
て
い
る
住
ま
い
の
形
態（
住
み
替
え
等
を
予
定
し
て

い
る
場
合
）」に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
な
の
か
簡
単
に

な
が
め
て
み
た
い
。ケ
ー
ス
数
が
非
常
に
少
な
い
た
め
有

意
性
は
問
い
に
く
い
が
、強
い
て
い
え
ば
、概
ね
次
の
よ

う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。�

　
「
〇
〜
二
〇
歳
の
時
の
住
宅
」と「
将
来
希
望
し
て

い
る
住
ま
い
の
形
態（
住
み
替
え
等
を
予
定
し
て
い
る

場
合
）」の
関
係
で
、有
意
傾
向
が
見
ら
れ
た
の
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。「
低
層（
一
〜
二
階
建
）共
同
住
宅
」

↓
「
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
住
宅
を
建
て
る
」（
二
〇
・
〇
パ

ー
セ
ン
ト
）、同
↓「
民
間
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
借
り
る
」

（
二
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）で
、い
ず
れ
も
正
の
有
意
傾
向
。

ま
た
、「
中
層（
三
〜
五
階
建
）共
同
住
宅
」
↓
「
建
築

家
の
設
計
で
注
文
住
宅
を
建
て
る
」（
七
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
）で
負
の
有
意
傾
向
、同
↓
「
親
族
か
ら
相
続
も
し

く
は
親
族
と
同
居
す
る
住
宅
」（
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）

将
来
の
住
ま
い
の
希
望
と�

二
〇
歳
ま
で
の
居
住
経
験�
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現代生活者の住まい・生活観（2）
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Ⅱ�

住
ま
い
・
生
活
意
識
に
見
る
現
実
と
課
題
（
２
）
〈
生
活
意
識
調
査
結
果
か
ら
〉



度数

％

調整済み残差

度数

％

調整済み残差

度数

％

度数

％

調整済み残差

度数

％

調整済み残差

度数

％

高層共同住宅育ちの20代・30代

が選択されていないケース

高層共同住宅育ちの20代・30代

が選択されているケース

合計

超高層の新築分譲マンションを購入する

はい いいえ 無回答
合計

12

3.4%

－2.9

2

22.2%

2.9

14

3.9%

330

93.8%

1.9

7

77.8%

－1.9

337

93.4%

10

2.8%

0.5

0

0.0%

－0.5

10

2.8%

352

100.0%

9

100.0%

361

100.0%

高層共同住宅育ちの20代・30代

が選択されていないケース

高層共同住宅育ちの20代・30代

が選択されているケース

はい いいえ 無回答

合計

5

1.4%

－4.5

2

22.2%

4.5

7

1.9%

337

95.7%

2.5

7

77.8%

－2.5

344

95.3%

10

2.8%

0.5

0

0.0%

－0.5

10

2.8%

352

100.0%

9

100.0%

361

100.0%
合計

気の合う仲間で集合住宅
（コーポラティブハウス）を建てる

総数（ｎ＝361）
表8　高層共同住宅育ちの20代・30代とその他のケースに見る
　　  「将来希望している住まいの形態（住み替え等を予定している場合）」との関係

CEL

で
負
の
有
意
傾
向
、同
↓
「
既
築
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

を
購
入
・
改
築
す
る
」（
四
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）で
正

の
有
意
傾
向
。さ
ら
に
、「
高
層（
六
〜
一
四
階
建
）共

同
住
宅
」
↓
「
超
高
層
の
新
築
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購

入
す
る
」（
一
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）、同
↓
「
気
の
合
う

仲
間
で
集
合
住
宅（
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
）を
建
て

る
」（
二
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）で
、い
ず

れ
も
正
の
有
意
傾
向
。
ま
た
、「
超
高

層（
一
五
階
建
以
上
）共
同
住
宅
」
↓

「
民
間
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
借
り
る
」

（
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）で
正
の
有
意
傾

向
が
う
か
が
え
る
。�

　
結
果
と
し
て
、一
戸
建（
〇
〜
二
〇

歳
ま
で
）か
ら
一
戸
建（
将
来
）の
有

意
な
関
係
性
は
見
ら
れ
ず
、共
同
住

宅（
〇
〜
二
〇
歳
ま
で
）か
ら
一
戸
建

の
有
意
な
関
係
性
は
メ
ー
カ
ー
住
宅
の

み
し
か
見
ら
れ
ず
、注
文
住
宅
で
は
負

の
関
係
性
、建
売
住
宅
や
既
築
住
宅

と
の
関
係
性
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、

共
同
住
宅
で
育
っ
た
世
代
の
中
に
、共

同
住
宅
か
ら
共
同
住
宅
へ
の
有
意
な

住
み
替
え
志
向
が
う
か
が
え
る
。「
低

層
共
同
住
宅
か
ら
民
間
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
へ
」「
中
層
共
同
住
宅
か
ら
既
築
マ

ン
シ
ョ
ン
へ
」「
高
層
共
同
住
宅
か
ら
超

高
層
共
同
住
宅
へ
」「
高
層
共
同
住

宅
か
ら
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
へ
」「
超
高
層
共
同
住

宅
か
ら
民
間
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
」
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン

で
あ
る
。
詳
細
な
分
析
は
今
後
に
譲
る
が
、こ
う
し
た

志
向
パ
タ
ー
ン
の
背
景
に
、経
済
的
な
階
層
性
と
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
の
両
側
面
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。�

�

���

　
非
常
に
大
雑
把
な
方
法
で
は
あ
る
が
、生
活
意
識

調
査
で
得
た
回
答
者
の
居
住
履
歴
を
通
し
て
、住
ま

い
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
を
追
っ
て
き
た
。�

　
都
市
の
拡
大
と
と
も
に
あ
っ
た
、物
語
と
し
て
の「
住

宅
双
六
」は
、も
は
や
生
活
者
に
共
有
さ
れ
る
物
語
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
。逆
の
ベ
ク
ト
ル
を
持
つ
装
置
と
し

て
、生
活
者
に
依
拠
す
る
地
に
足
の
つ
い
た
新
た
な
住

ま
い
の
物
語
を
構
想
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。�

　
そ
の
際
、「
ポ
ス
ト
住
宅
双
六
世
代
」と
も
い
う
べ
き
、

中
・
小
都
市
郊
外
で
生
ま
れ
育
っ
た
新
世
代
の
動
向
は

注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、地
域
社
会
の
関
与
度
が
低

い
傾
向
に
あ
る
同
世
代
へ
の
働
き
か
け
が
、今
後
の
住

宅
政
策
上
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。ま
た
、経
済
の
階
層
性
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
の
両
面
を
反
映
し
な
が
ら
、共
同
住
宅
の
選
択
が

着
実
に
増
加
し
て
い
る
。そ
こ
に
垣
間
見
ら
れ
る
新
た

な
志
向
や
生
活
ニ
ー
ズ
を
、魅
力
的
な
ス
ト
ッ
ク
活
用
へ

と
反
映
し
て
い
く
こ
と
が
、階
層
の
固
定
化
に
よ
る
社

会
的
な
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
意
味
で
も
、重
要
な
戦

略
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

　
同
時
に
、か
つ
て
の
成
功
の
物
語
を
喪
失
し
た
一
戸

建
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
な
新
た
な

物
語
を
創
造
し
て
い
く
か
も
問
わ
れ
て
い
る
。�

（
大
阪
ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
　
客
員
研
究

員
）

お
わ
り
に�
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